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「農の風景育成地区」制度を活用した都市農地保全の取組について 
 

１ 趣旨・背景 

 町田市では、農地は都市にあるべきものとして都市農地の保全・活性化支援を進め

てきました。２０２２年の生産緑地問題を踏まえ、まちづくりの視点から農と緑地に

親しみながら暮らせる住環境の実現に向けて「農の風景育成地区」制度を活用し、町

田市の特性にあった取組を進めていきます。 

 

２ 「農の風景育成地区」制度について 

（１）「農の風景育成地区」制度の目的 

農地は食料生産の場だけではなく、潤いのある風景の形成や災害時の避難の場と

して役立つオープンスペースなど多面的な機能を持つことから、比較的農地等がま

とまって残る地区を農のある風景として将来に引き継ぐために創設されたもので、

東京都が指定します。 

 

（２）「農の風景育成地区」制度指定のメリット 

  地区指定に際し、農業者や地域住民と協力・連携を図ることで、農地の活用を通

した交流が促進され、地域のまちづくりとして農のある風景を保全・育成していく

ことができます。 

 地区指定後は農と地域住民との連携を図る取組を行うために、育成地区をＰＲす

るチラシや動画の作成費、地区内でのイベント等の開催について補助金が交付され

ます。また、地区指定による開発・建築規制はありません。 

 

３ 「農の風景育成地区」の指定とその活用について（資料１） 

（１）「農の風景育成地区」指定候補エリア 

  比較的まとまった農地に、「住宅」、「公共施設」、「公園・緑地」が近い距離に混在

する特徴を活かし、農・環境・文化・スポーツ・健康等の拠点をつなぐ地域の魅力

向上や好循環の形成できる地区として「下小山田・図師町エリア」を「農の風景育

成地区」指定候補エリアに選定します。 

 

（２）「農の風景育成地区」指定に向けたこれまでの取組 

  ２０１９年～ ①指定候補エリア内の現地調査 

         現況の撮影、農地の分類や面積の整理、直売所や関連施設の確認 

  ２０２０年～ ②指定候補エリア内の農業者に対するヒアリング 

         エリアの農業者に対して、農地活用状況等のヒアリングを実施 
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（３）２０２２年度の主な取組 

  地区指定に向けて、候補エリア内の農業者や事業者が地域課題の共有やエリア内

での農地活用について話し合う意見交換会を開催 
 

○２０２２年１１月、２０２３年２月（計２回） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

４ 町田市が目指す「農の風景育成地区」について 

  育成地区指定にあたっては「農の風景育成地区」を「まちだベジハブモデル地区」

として位置づけ、「まちだベジハブ」の具体的な取組や先導的な取組を実感できる場

としていきます 

  「農の風景育成地区」指定後は、農業者や地域住民、周辺施設と交流・連携を図

りながら、「農を介した健康づくり」や「子どもたちの食育や農業体験」等の農をき

っかけとしたイベントの開催を行います。また、多様な世代間交流など様々な方向

性から農地を活用することで地域価値を高め、農やみどりと親しみ健やかで心地よ

い時間を過ごせる住環境の実現を目指していきます。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

２０２３年 農の風景育成地区の指定 

３月 下小山田・図師町エリアにおける「まちだベジハブ」の取組紹介及

び「農の風景育成地区」制度を活用した都市農地保全・活用のため

の地域説明会開催 

４月～ 

６月 

地区指定に向けた東京都との事前調整 

指定のための「育成計画」作成 

７月～ 

１０月 

東京都へ農の風景育成地区指定の申請 

農の風景育成地区指定公示 

 

（４）主な意見を受けた取組の方向性  
  

①市民参加による営農活動の支援

（近隣教育施設の学生の参加協力）  

②農地や施設を活用した農業者と市

民の交流（種まきから収穫までの

体験イベント実施）  

③歩いて楽しい地域の魅力発信（散

策マップ作成、地域案内板の設置） 

④地場産野菜の販売機会の拡充（共

同直売所の設置） 等  



 

＜農の風景育成地区（まちだベジハブモデル地区）指定候補エリア＞ 
〇 地区の特徴 

１ 鶴見川周辺を中心に生産緑地が 

分布 

２ 地区中央に民有緑地、図師日影坂

下公園等が位置し、①（仮称）忠

生スポーツ公園や②（仮称）蓮田

緑地が整備予定 

３ 地区南側に③町田市バイオエネル

ギーセンター、④町田市立室内プ

ール（健康増進施設）、⑤ニーズ

センター花の家、⑥町田市大賀藕

絲館が立地 

４ 尾根緑道や蓮田、公園等自然豊か

な環境の中に住宅地が形成 

５ 地区周辺に多摩都市モノレールの

延伸計画がされており、⑦小山田

桜台団地や、⑧桜美林大学、⑨日

本大学第三高等学校が立地 

「 農 の 風 景 育 成 地 区 」 指 定 候 補 エ リ ア に つ い て 

◆ モデル地区の方向性

 本エリア内の比較的まとまった農地に、「住宅」、「施設」、「公園・緑地」が近い距離に混在する特徴を活かし、環境・文化・スポーツ・健康等の拠点と連携した農の拠点

を形成し、地域の魅力向上や地域の好循環の形成を目指す 

◆ 取組方針 

 地域住民や農業者との連携・交流など「まちだベジハブ」の先導的な取組の場として「まちだベジハブのモデル地区」と位置づけ、官民連携による取組を推進していく 
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